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(57)【要約】
【課題】斜め視角においても表示が良好な液晶表示素子
を提供する。
【解決手段】垂直配向型の液晶表示素子は、第１の偏光
板２０、第１の二軸性位相差板４０、液晶セル１０、第
２の二軸性位相差板５０、及び第２の偏光板３０を備え
る。第１の偏光板２０と第２の偏光板３０とは直交ニコ
ルで配置され、第２の二軸性位相差板５０の遅相軸５１
は、第１の二軸性位相差板４０の遅相軸４１と略直交す
るとともに、第２の偏光板３０の吸収軸３１と略直交す
る。液晶層のΔｎｄを位相差板合計Ｒｔｈで徐した（Δ
ｎｄ／Ｒｔｈ）は、１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２
を満たす。また、背景領域において、測定波長４８０ｎ
ｍでのΔｎｄを測定波長５８９ｎｍでのΔｎｄで除した
値（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））で示される波長
分散特性は、（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））＜１
．０５７を満たす。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルを挟んで互いに対向する第１の偏光板及び第２の偏光板と、
　前記液晶セルと前記第１の偏光板の間に位置する第１の二軸性位相差部と、
　前記液晶セルと前記第２の偏光板の間に位置する第２の二軸性位相差部と、を備え、
　前記第２の偏光板の吸収軸は、前記第１の偏光板の吸収軸と略直交するとともに、前記
液晶セルへの駆動電圧の印加に応じて液晶層の液晶分子が倒れ込む方向に対して略４５°
の角度となり、
　前記第２の二軸性位相差部の面内方向の遅相軸は、前記第１の二軸性位相差部の面内方
向の遅相軸と略直交するとともに、前記第２の偏光板の吸収軸と略直交し、
　前記液晶層のリタデーション値をΔｎｄとし、前記第１の二軸性位相差部と前記第２の
二軸性位相差部の厚さ方向における合計リタデーション値をＲｔｈとすると、
　ΔｎｄをＲｔｈで徐した（Δｎｄ／Ｒｔｈ）は、
　１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２を満たし、
　背景領域において、測定波長４８０ｎｍでのΔｎｄを測定波長５８９ｎｍでのΔｎｄで
除した値（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））で示される波長分散特性は、
　（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））＜１．０５７を満たす、
　ことを特徴とする液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、垂直配向型の液晶表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　垂直配向型の液晶表示素子は、正面（表示面の法線方向）から視認した際に良好な表示
が得やすい一方で、当該法線方向から傾いた角度（斜め視角）においては表示品位が損な
われやすい（コントラストの低下や色変化など）という問題がある。この問題に対して、
特許文献１には、透明電極を特有の形状（開口部を設けたり、Ｖ字状に形成）にした液晶
表示素子が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－６８３５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に係る構成のように複雑な電極形状であろうとなかろうと、斜め視角におい
ても良好な表示を実現できればより良い。
【０００５】
　本発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、斜め視角においても表示が良好な液
晶表示素子を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る液晶表示素子は、
　垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルを挟んで互いに対向する第１の偏光板及び第２の偏光板と、
　前記液晶セルと前記第１の偏光板の間に位置する第１の二軸性位相差部と、
　前記液晶セルと前記第２の偏光板の間に位置する第２の二軸性位相差部と、を備え、
　前記第２の偏光板の吸収軸は、前記第１の偏光板の吸収軸と略直交するとともに、前記
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液晶セルへの駆動電圧の印加に応じて液晶層の液晶分子が倒れ込む方向に対して略４５°
の角度となり、
　前記第２の二軸性位相差部の面内方向の遅相軸は、前記第１の二軸性位相差部の面内方
向の遅相軸と略直交するとともに、前記第２の偏光板の吸収軸と略直交し、
　前記液晶層のリタデーション値をΔｎｄとし、前記第１の二軸性位相差部と前記第２の
二軸性位相差部の厚さ方向における合計リタデーション値をＲｔｈとすると、
　ΔｎｄをＲｔｈで徐した（Δｎｄ／Ｒｔｈ）は、
　１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２を満たし、
　背景領域において、測定波長４８０ｎｍでのΔｎｄを測定波長５８９ｎｍでのΔｎｄで
除した値（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））で示される波長分散特性は、
　（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））＜１．０５７を満たす、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、斜め視角においても表示が良好な液晶表示素子を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）は、本発明の一実施形態に係る液晶表示素子の構成を説明するための模式
図である。（ｂ）は、図１（ａ）に示す液晶セルの概略断面図である。
【図２】液晶分子に付与されるプレティルトを説明するための図である。
【図３】（ａ）及び（ｂ）は、各光軸の関係を説明するための図である。
【図４】シミュレーションでセルギャップを異ならせた場合のコントラストの視角特性を
示す図である。
【図５】実測での各サンプルの背景色の視角特性を示す図である。
【図６】実測での各サンプルの等コントラスト特性を示す図である。
【図７】視角を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。
【００１０】
（液晶表示素子１００の構成）
　本発明の一実施形態に係る液晶表示素子１００は、図１に示すように、液晶セル１０と
、第１の偏光板２０と、第２の偏光板３０と、第１の二軸性位相差板４０と、第２の二軸
性位相差板５０と、を備える。液晶表示素子１００は、後述の画素を透過／不透過状態に
適宜切り替えることで、所定の画像を表示する。以下では、図１（ａ）、（ｂ）に示すよ
うに、所定の部材よりも画像の視認者１（図７参照）側を表側、その反対側を裏側として
、適宜説明する。
【００１１】
　液晶セル１０は、垂直配向型（ＶＡ（Vertical Alignment）型）の液晶セルであり、図
１（ｂ）に示すように、一対の基板１Ｆ，１Ｒと、電極部２Ｆ，２Ｒと、配向膜５Ｆ，５
Ｒと、液晶層６と、を備える。
【００１２】
　基板１Ｆ，１Ｒは、各々、例えば、ガラス、プラスチック等から透明に形成されている
。基板１Ｆと基板１Ｒとは、液晶層６を挟んで対向して配置されている。基板１Ｆは液晶
層６の表側に位置し、基板１Ｒは液晶層６の裏側に位置する。
【００１３】
　電極部２Ｆ，２Ｒは、各々、酸化インジウムを主成分とするＩＴＯ（Indium Tin Oxide
）膜等から構成され、光を透過する透明な電極部である。電極部２Ｆは、基板１Ｆの裏側
の面上に形成されている。電極部２Ｒは、基板１Ｒの表側の面上に形成されている。
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【００１４】
　電極部２Ｆは、例えば、走査電極として構成され、複数の透明電極を有する。電極部２
Ｒは、例えば、信号電極として構成され、複数の透明電極を有する。電極部２Ｆと電極部
２Ｒとは、電圧が印加された際に、表示面の法線方向から見て（表示面については後述す
る）、両者が重なる領域に任意の形状の画素（セグメント）を表示可能にパターニングさ
れている。表示状態のセグメントは、例えば、記号（文字、数字を含む）、図形、又はこ
れらの組み合わせを表すことが可能となっている。電極部２Ｆと電極部２Ｒには、パッシ
ブ駆動方式で電圧が印加される。つまり、液晶セル１０は、セグメント表示型かつパッシ
ブ駆動型である。なお、電極部２Ｆが信号電極として、電極部２Ｒが走査電極として構成
されていてもよい。以下では、液晶表示素子１００を構成する各部の理解を容易にするた
め、矩形状の基板１Ｆ，１Ｒの一辺に沿った方向をＹ軸とし、Ｙ軸と直交する軸をＸ軸と
する（図３（ａ）参照）。
【００１５】
　Ｘ軸及びＹ軸によるＸ－Ｙ平面は、液晶表示素子１００の表示面と平行な面であり、図
中、両軸を示す矢印の向く方向を、各々の方向の＋（プラス）方向とすれば、液晶表示素
子１００の視認者１の視点が＋Ｙ軸方向に位置するものとして、電極部２Ｆと電極部２Ｒ
とは、パターニングされている。ここで、表示面とは、液晶表示素子１００の表側の面で
あり、本実施形態では、第１の偏光板２０の表側の面が表示面に相当する。第１の偏光板
２０の表側に、図示しない透明層（ＡＲ（Anti Reflection）コート層など）をさらに設
けてもよいが、この場合は、この透明層の表側の面が表示面に相当することになる。
【００１６】
　配向膜５Ｆ，５Ｒは、それぞれ、液晶層６に接する垂直配向膜であり、例えばポリイミ
ドから、公知の方法（例えば、フレクソ印刷）によって形成される。配向膜５Ｆは、電極
部２Ｆを液晶層６側から覆う。配向膜５Ｒは、電極部２Ｒを液晶層６側から覆う。配向膜
５Ｆには、所定の方向にラビング処理が施され、細かい溝が形成されている。配向膜５Ｒ
には、配向膜５Ｆのラビング方向とは逆方向にラビング処理が施され、細かい溝が形成さ
れている（アンチパラレルラビング）。このようにラビング処理が施された配向膜５Ｆ，
５Ｒは、液晶層６に電極部２Ｆ及び電極部２Ｒから電圧が印加されていないとき（電圧無
印加時）の液晶分子６Ａの配向方向（液晶分子６Ａの長軸ＭＡ（図２参照）の向く方向）
を、基板１Ｆ，１Ｒの主面（液晶層６側に向く面）と略垂直に規定するとともに、液晶分
子６Ａを、その長軸ＭＡが１つの方位に揃うように配向する（いわゆるモノドメイン配向
）。配向膜５Ｆと配向膜５Ｒによって、液晶分子６Ａにはプレティルトが付与される。プ
レティルトとは、オン電圧印加時に液晶分子６Ａの倒れる方向（以下、液晶ダイレクタ方
向Ｎとも言う）を規定するため、液晶分子６Ａを垂直方向から若干倒すことをいう。ここ
で、基板１Ｆの主面と電圧無印加時における液晶分子６Ａの長軸ＭＡとのなす角であって
鋭角のものをプレティルト角θp（図２参照）とすれば、プレティルトを付与するにつれ
、プレティルト角は、９０°から減少するという関係になる。プレティルト角は、例えば
、８８°～８９．５°の範囲で設定されている。
【００１７】
　液晶層６は、基板１Ｆと基板１Ｒと、両基板を接合するシール材（図示せず）とによっ
て形成される空間に封入されている。液晶層６は、誘電率異方性Δεが負（Δε＜０）の
液晶材から構成されている。また、液晶層６は、その層厚（セルギャップｄ）が図示しな
いスペーサにより一定に保たれている。液晶層６は、その屈折率異方性Δｎとセルギャッ
プｄとの積で表されるリタデーションΔｎｄの値が、３００ｎｍ前後に設定されている。
液晶層６にしきい電圧以上の電圧が印加されると、略垂直に配向された液晶分子６Ａが、
液晶ダイレクタ方向Ｎに倒れ込むように挙動する。そして、オン電圧が印加されたときは
、液晶分子は両基板（基板１Ｆ、基板１Ｒ）の主面と実質的に平行となる。
【００１８】
　液晶層６は、その波長分散特性として、液晶表示素子１００の背景領域において、測定
波長４８０ｎｍでのΔｎｄを、測定波長５８９ｎｍでのΔｎｄで除した値（Δｎ（４８０
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）／Δｎ（５８９））が、（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））＜１．０５７という条件
（以下、波長分散条件）を満たすように設定されている。この条件をいかに見出したかは
後述する。なお、液晶表示素子１００の背景領域は、少なくとも一方の透明電極が形成さ
れておらず、セグメントの背景となり黒く視認される領域である。
【００１９】
　第１及び第２の偏光板２０，３０は、一方の面側から入射した光を、吸収軸に直交する
透過軸に沿った直線偏光として他方の面側から射出する。第１の偏光板２０は液晶セル１
０の表側に位置し、第２の偏光板３０は液晶セル１０の裏側に位置する。
【００２０】
　第１及び第２の偏光板２０，３０は、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、それぞれの吸
収軸２１と吸収軸３１とが直交するように配置されている（直交ニコル配置）。また、吸
収軸２１及び吸収軸３１の各々と、液晶ダイレクタ方向Ｎとのなす角は、４５°に設定さ
れている。
【００２１】
　第１及び第２の二軸性位相差板４０，５０は、二軸光学異方性を有し、面内のｘ軸方向
の屈折率をＮｘ、面内のｙ軸方向の屈折率をＮｙ、ｘ軸及びｙ軸に垂直なｚ軸方向の屈折
率をＮｚとしたとき、Ｎｘ＞Ｎｙ＞Ｎｚとなる特性を有する。第１の二軸性位相差板４０
は、第１の偏光板２０と液晶セル１０の間に位置する。第２の二軸性位相差板５０は、第
２の偏光板３０と液晶セル１０の間に位置する。
【００２２】
　第１及び第２の二軸性位相差板４０，５０は、面内で屈折率が最も大きい方向に向く遅
相軸と、遅相軸と直交し屈折率が最も小さい方向に向く進相軸とを有する。第１及び第２
の二軸性位相差板４０，５０は、図３（ｂ）に示すように、それぞれの遅相軸４１と遅相
軸５１とが直交するように配置されている。また、第１の二軸性位相差板４０の遅相軸４
１と、第１の偏光板２０の吸収軸２１とは直交するように設定されている。また、第２の
二軸性位相差板５０の遅相軸５１と、第２の偏光板３０の吸収軸３１とは直交するように
設定されている。
【００２３】
　第１の二軸性位相差板４０と第２の二軸性位相差板５０とは、厚さ方向における両者の
合計リタデーションをＲｔｈ（以下、位相差板合計Ｒｔｈという）とした場合に、液晶層
６のリタデーションΔｎｄとの関係において、１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２という
条件（以下、リタデーション条件）を満たすように設定されている。この条件をいかに見
出したかは後述する。
【００２４】
　なお、二軸性位相差板の厚さをＤとしたとき、二軸性位相差板の厚さ方向のリタデーシ
ョンは、{（Ｎｘ－Ｎｙ）／２－Ｎｚ}・Ｄで表される。厚さ方向のリタデーションは、例
えば、背景領域における液晶層６の厚さ方向のリタデーションの一部を補償するように設
定されている。また、面内方向のリタデーションは、（Ｎｘ－Ｎｙ）・Ｄで表される。面
内方向のリタデーションは、例えば、オン電圧印加時に液晶分子６Ａが基板１Ｆ，基板１
Ｒの主面と完全に平行にはならなくとも、光を効率的に透過させるように設定されている
。これらのリタデーションの範囲は、前記のリタデーション条件を満たす限りにおいては
任意である。
【００２５】
　ここで、液晶表示素子１００を正面視する視認者１から見ての左右方向に沿う軸を基準
とし、この軸から反時計回りに角度が０°から増えるとする。このように角度を規定すれ
ば、図３（ｂ）に示すように、吸収軸２１は４５°方向に、遅相軸４１は１３５°方向に
、液晶ダイレクタ方向Ｎは９０°方向に、遅相軸５１は４５°方向に、吸収軸３１は１３
５°の方向に沿う。
【００２６】
　第２の偏光板３０の裏側には、バックライト（図示せず）が備えられている。液晶表示
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素子１００は、バックライトからの光により透過表示を行う。また、電極部２Ｆ及び電極
部２Ｒには、制御装置（図示せず）が接続されている。この制御装置は、パッシブマトリ
クス駆動方式により、液晶層６にオン電圧、オフ電圧を印加して、液晶表示素子１００を
駆動する。
【００２７】
　液晶表示素子１００では、液晶分子６Ａが倒れ始めるしきい電圧よりも低い値にオフ電
圧が設定されている。そのため、液晶層６にオフ電圧を印加しても液晶分子６Ａは実質的
に垂直に配向したままである。この場合、バックライトから射出され、第２の偏光板３０
を通過した光は、液晶層６によって偏光方向がほとんど変化しない。そのため、液晶セル
１０を裏側から透過した光のほとんどは、第２の偏光板３０と直交ニコルの関係で配置さ
れた第１の偏光板２０を透過できない。従って、オフ電圧が印加されたセグメント領域や
少なくとも一方の透明電極が形成されていない背景領域は、黒く表示される（ノーマリブ
ラックモード）。
【００２８】
　一方、液晶層６にオン電圧を印加すると、オン電圧が印加された領域の液晶分子６Ａが
液晶ダイレクタ方向Ｎ側に傾く。このとき、特に液晶層６の断面中間に位置する液晶分子
６Ａは、その長軸ＭＡが液晶セル１０の基板主面と実質的に平行となるように挙動する。
これにより、液晶層６を透過する光に複屈折が起き、光の偏光方向が変化し、液晶セル１
０を裏側から透過した光は第１の偏光板２０を透過する。従って、オン電圧が印加された
領域が透過表示状態となる。
【００２９】
　ここからは、本願発明者が、いかにして特有の波長分散条件とリタデーション条件とを
見出したかについて説明する。
【００３０】
　まず、本願発明者は、正面だけでなく左右方向に視角をずらした場合においても、コン
トラストが良好となる液晶層６のリタデーションΔｎｄの範囲を見出すために、Δｎｄが
異なる液晶表示素子の視角に対するコントラスト（ＣＲ）の評価をシミュレーションによ
り行った。図４にシミュレーション結果を示す。
【００３１】
　視角とは、図７に示すように基板法線に対する視認者１による視線の傾き角θである。
また、同図に示す方位角φは、視認者１から見て左右方向に沿う軸と、基板法線方向から
見た場合の視線（視線の基板への正射影）とのなす角である。
【００３２】
　図４のシミュレーションは、以下の諸条件の下で行った。
　・液晶層６：Δｎは０．０７で固定とし、セルギャップｄを２～５μｍの範囲で異なら
せることで、Δｎｄが１４０、２１０、２８０、３０１、３５０、４２０ｎｍの６種類の
液晶表示素子（液晶表示素子１００と各部の配置は同様だが条件が各々異なる）を設定。
なお、各液晶表示素子では、位相差板合計Ｒｔｈを２６０ｎｍとした（厚さ方向のリタデ
ーションが１３０ｎｍとなる同種の位相差板の二枚を、液晶セル１０の表と裏に一枚ずつ
配置）。
　・方位角φ＝０°、視角θが＋５０°～－５０°の範囲で各液晶表示素子のコントラス
トを導出（オン電圧＝２．８９Ｖ、オフ電圧＝１．６７Ｖ）。
　・駆動条件：５Ｖ、１／４デューティ、１／３バイアス
　なお、このシミュレーション結果は、シンテック株式会社製のシミュレーションソフト
「ＬＣＤ　ＭＡＳＴＥＲ」により導出したものである。
【００３３】
　本願発明者は、用途を踏まえ、視角θが＋３０°～－３０°の範囲内でコントラストが
良好となる条件に注目した。図４を参照してわかるように、Δｎｄが１４０ｎｍ、２１０
ｎｍの場合は、コントラストが低い。また、Δｎｄが３５０ｎｍ、４２０ｎｍの場合は、
正面コントラストに優れる一方で、左右コントラストが急激に下がってしまう。Δｎｄが
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２８０ｎｍ、３０１ｎｍの場合は、Δｎｄが３５０ｎｍと４２０ｎｍの場合よりも正面コ
ントラストは劣るものの、左右コントラストが良好である。このような考察から、斜め視
角においても表示が良好とするためには、前提として、リタデーションΔｎｄの範囲を３
００ｎｍ前後に設定することにした。
【００３４】
　続いて、シミュレーションで見出したΔｎｄの範囲を念頭に、液晶表示素子のサンプル
（液晶表示素子１００と各部の配置は同様だが条件が各々異なる）を５つ作成し（図５、
図６に示す液晶Ａ～Ｅ）、色度とコントラストを実測した（ＥｚＣｏｎｔｒａｓｔ（ＥＬ
ＤＩＭ製）による）。
【００３５】
　測定対象のサンプルの各種条件は、下記である。なお、以下では、背景領域において、
測定波長４８０ｎｍでのΔｎｄを、測定波長５８９ｎｍでのΔｎｄで除した値（Δｎ（４
８０）／Δｎ（５８９））を、単に「波長分散」と言う。
　・液晶Ａ～Ｅ共通事項：第１の二軸性位相差板４０と第２の二軸性位相差板５０とは同
じ位相差板を使用（Ｒｅ＝５５ｎｍ、Ｒｔｈ＝１３０ｎｍ）。したがって、位相差板合計
Ｒｔｈは２６０ｎｍ。セルギャップｄ＝４．３μｍ。
　・液晶Ａ：Δｎ＝０．０７５、Δｎｄ＝３２３ｎｍ、波長分散＝１．１９４
　・液晶Ｂ：Δｎ＝０．１１１、Δｎｄ＝４７６ｎｍ、波長分散＝１．０７７
　・液晶Ｃ：Δｎ＝０．０８０、Δｎｄ＝３４４ｎｍ、波長分散＝１．０５７
　・液晶Ｄ：Δｎ＝０．０８５、Δｎｄ＝３６６ｎｍ、波長分散＝１．０４９
　・液晶Ｅ：Δｎ＝０．０６９、Δｎｄ＝２９７ｎｍ、波長分散＝１．０２９
　・駆動条件：５Ｖ、１／４デューティ、１／３バイアス
【００３６】
（波長分散条件の導出について）
　図５は、液晶Ａ～Ｅの背景領域における色度を、図４のシミュレーション時と同様に、
方位角φ＝０°、視角θが＋５０°～－５０°の範囲（以下、視角範囲）で測定したもの
を色度図にプロットしたものである。当該視角範囲で角度を移動させた場合における色度
の移動量が小さければ小さい程、視角変化に対する色変化が小さく、表示が良好となる。
【００３７】
　図５からわかるように、液晶Ａ～Ｃは、視角変化に対しての色度の変化量が大きいため
、表示品位を保つことができない（評価「×」）。一方、液晶Ｅは、視角変化に対しての
色度の変化量が小さく、且つ、視角を変化させた場合であっても色度が無彩色となる点（
０．３３，０．３３）の近傍に位置しているため、表示が良好である（評価「○」）。液
晶Ｄは、液晶Ｅには劣るものの、液晶Ａ～Ｃに比べて視角変化に対しての色度の変化量が
小さいため、表示品位がある程度は良好である（評価「△」）。
【００３８】
　本願発明者は、このような色度に関する考察から、視角変化に対しての色変化を抑える
ためには、少なくとも、液晶表示素子１００の波長分散を、液晶Ｃの波長分散よりも小さ
く設定する必要があるとし、波長分散条件を「（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））＜１
．０５７」とした。
【００３９】
（リタデーション条件の導出について）
　図６は、液晶Ａ～Ｅの等コントラスト特性（図中、「等ＣＲ」）を示したものである。
等コントラスト特性は、コントラストの上限を１００として円形チャートで示したもので
ある。なお、コントラストは、所定の表示領域におけるオン時の輝度をオフ時の輝度で除
して求められる。円形チャートにおいては、円の中心が視角θ＝０°を表し、円の外周端
が視角θ＝５０°を表している。方位角φについては、円の外周に記載された角度に対応
する。
【００４０】
　図６では、円形チャートにおいてコントラストが高い領域Ｈ（約９０～１００）を点線
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で囲った。また、図６は、液晶Ａ～Ｅをコントラストが良好ではない方から順に並べてい
る（液晶Ｂ、Ｄ、Ｃ、Ａ、Ｅの順）。
【００４１】
　等コントラスト特性に着目すると、液晶Ｂには領域Ｈが無いため、採用できない（評価
「×」）。液晶Ｄ、Ｃでは、領域Ｈが左右に広がっているが、上下方向（φを増減させた
際）のコントラストが良好ではないため、視認者１の視線が上下方向にずれた場合の表示
品位が良好とはいえない（評価「×」）。液晶Ａ、Ｅでは、領域Ｈが左右だけでなく、上
下方向にも広がっているため、視認者１の視線が上下方向（当該サンプルにおいては主に
上方向）にずれた場合であっても表示品位が良好である（評価「○」）。
【００４２】
　本願発明者は、このようなコントラストに関する考察から、斜め視角でコントラストを
良好とするには、位相差板合計Ｒｔｈが２６０ｎｍの場合には、液晶層６のΔｎｄを液晶
Ｃの３４４ｎｍよりも小さく必要があることから、ΔｎｄとＲｔｈの比を考慮し、リタデ
ーション条件を「１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２」とした。なお、１．３２は、液晶
ＣのΔｎｄである３４４ｎｍを、位相差板合計Ｒｔｈで徐すことで得られる値である（３
４４／２６０≒１．３２）。
【００４３】
　以上の考察から、図５、図６に示す液晶Ｅのように、波長分散条件とリタデーション条
件とをともに満たすようにすれば、視角変化に対しての色変化が少なく、且つ、斜め視角
においてもコントラストが良好であるため、斜め視角においても表示が良好な液晶表示素
子１００を提供することができる。なお、波長分散条件としては、図５から分かるように
、（Δｎ（４８０）／Δｎ（５８９））の値を、「１．０５未満」とすればより好適であ
り、「１．０３未満」とすればさらに好適である。また、リタデーション条件としては、
図６から分かるように、（Δｎｄ／Ｒｔｈ）の値を、「１．３未満」とすればより好適で
あり、「１．２未満」とすればさらに好適である。
【００４４】
　なお、本発明は上記の実施形態及び図面によって限定されるものではない。上記の実施
形態及び図面に変更（構成要素の削除も含む）を加えることができるのはもちろんである
。
【００４５】
　以上では、液晶表示素子１００がセグメント表示型である例を示したが、ドットマトリ
クス型であってもよい。ドットマトリクス型においては、基板１Ｆと電極部２Ｆとの間に
ブラックマトリクスや平坦化層を設けてもよい。
【００４６】
　以上では、図６に示す液晶Ｅのように、左右方向と上方向に視線をずらした場合でも表
示品位に優れる例を挙げた。このような設定は、例えば、車両内のコンソールに配置され
る画像表示装置に好適である。しかしながら、液晶表示素子１００の用途は任意であり、
例えば、左右方向と下方向に視線をずらした場合（液晶表示素子１００を視認者１が見上
げるような場合）に表示品位が優れるように設定してもよい。また、左右方向と上下方向
に視線をずらした場合（液晶表示素子１００がほぼ視認者１の目の高さに位置するが、左
右に偏った位置から画像を視認する場合）に表示品位が優れるように設定してもよい。
【００４７】
　以上では、厚さ方向のリタデーションが１３０ｎｍである位相差板を二枚用い、合計リ
タデーションＲｔｈが２６０ｎｍとした例を示したが、リタデーション条件を満たす限り
においては、Ｒｔｈの値が２６０ｎｍに限られないのは勿論のこと、同じ位相差板を二枚
用いなくともよい。
【００４８】
　また、第１の二軸性位相差板４０（第１の二軸性位相差部の一例）と第２の二軸性位相
差板５０（第２の二軸性位相差部の一例）との厚さ方向の合計リタデーションをＲｔｈと
して、リタデーション条件を「１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２」を満たす例を説明し
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たが、これら二軸性位相差板に加え、一軸性位相差板で厚さ方向のリタデーションを補っ
てもよい。例えば、一軸性位相差板を液晶セル１０の表側と裏側との少なくとも一方に、
追加して配置してもよい。つまりは、第１の二軸性位相差部は、第１の二軸性位相差板４
０の一枚だけで構成されなくともよく、第２の二軸性位相差部は、第２の二軸性位相差板
５０の一枚だけで構成されなくともよい。このような第１の二軸性位相差部と第２の二軸
性位相差部の厚さ方向の合計リタデーションをＲｔｈとした場合であっても、リタデーシ
ョン条件の「１≦（Δｎｄ／Ｒｔｈ）＜１．３２」を満たすようにすればよい。
【００４９】
　なお、以上では、各光軸の説明において、直交、平行、４５°などとして説明したが、
完全に直交、完全に平行、丁度４５°である必要はない。略直交、略平行、略４５°であ
ればよい。ここで言う「略」とは、例えば、±５°程度のずれ幅は、条件（製造誤差など
の消極的な条件のみならず、光学補償のための積極的な条件も含む）に応じて任意である
。
【００５０】
　以上の説明では、本発明の理解を容易にするために公知の技術的事項の説明を適宜省略
した。
【符号の説明】
【００５１】
　１００…液晶表示素子
　１０…液晶セル、２Ｆ，２Ｒ…電極部
　　６…液晶層、６Ａ…液晶分子、Ｎ…液晶ダイレクタ方向
　２０…第１の偏光板、２１…吸収軸
　３０…第２の偏光板、３１…吸収軸
　４０…第１の二軸性位相差板（第１の二軸性位相差部の一例）
　４１…遅相軸
　５０…第２の二軸性位相差板（第２の二軸性位相差部の一例）
　５１…遅相軸
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